
平成２２年度　看護師・保健師・助産師・臨床検査技師　国家試験の合格状況は次のとおりです。

　　　　看護師は、平成１９年度（１期生）以来４年連続　合格率１００％

　　　　例年、全国平均よりかなり高い合格率を維持しています。

看護師 保健師 助産師 臨床検査技師

受験者数 47 52 11 18

合格者数 47 50 11 18

100.0 96.2 100.0 100.0

(94.6) (92.0) (98.3) (73.7)

受験者数 47 51 10 14

合格者数 47 50 10 14

100.0 98.0 100.0 100.0

(94.4) (98.5) (99.9) (71.8)

受験者数 48 57 10 19

合格者数 48 56 9 19

100.0 98.2 90.0 100.0

(93.9) (87.8) (83.2) (67.8)

受験者数 52 56 8 21

合格者数 52 55 8 20

100.0 98.2 100.0 95.2

(96.4) (89.7) (98.2) (67.0)

看護師・保健師・助産師は新卒者の全国平均を示す。
臨床検査技師は全体の全国平均を示す。
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